
議会だより
長島町

令和７年
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映画登場の船
　伊唐に係留中

　救急救命に尽力する医療従事者を題材と

した映画『ＴＯＫＹＯ ＭＥＲ 走る緊急救

命室 南海ミッション』に、本町の企業が

所有するフェリーが登場。８月の公開以降、

各地から多くの見物客が訪れ、係留してい

る伊唐北漁港はにぎわいを見せた。
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水槽内に下層から上層に向かう湧昇流を発生させ、

マダコ幼生に適した環境整備の実現（水産・研究教

育機構機関紙より引用）

ガザミのゾエア幼生（水産・研究教育

機構提供）

同研究所で種苗生産された稚ダコ（水産・研究教育機構提供）

日
本
初
マ
ダ
コ
種
苗
安
定
生
産

水
産
技
術
研
究
所
百も

も
し
ま島

庁
舎

　

タ
コ
は
日
本
人
に
と
っ

て
、
欠
か
せ
な
い
食
材
の

一
つ
で
あ
り
、
本
町
に
お

い
て
も
、
た
こ
つ
ぼ
漁
で

マ
ダ
コ
が
漁
獲
さ
れ
て
い

る
。

　

世
界
的
に
見
る
と
、
タ

コ
の
漁
獲
量
と
消
費
量
は

増
加
傾
向
で
あ
る
一
方
、

国
内
の
漁
獲
量
は
減
少
傾

向
で
、
現
在
国
内
で
流
通

し
て
い
る
タ
コ
の
半
分
は

海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
国
立
研
究
開

発
法
人
水
産
研
究
・
教
育

機
構
で
は
、
タ
コ
を
持
続

可
能
な
水
産
物
と
し
て
利

用
し
て
い
く
た
め
に
、
養

殖
生
産
に
よ
る
安
定
供
給

が
必
要
と
し
、
日
本
初
と

な
る
マ
ダ
コ
種
苗
の
安
定

生
産
技
術
の
開
発
に
成
功

し
た
。
本
視
察
で
は
、
長

島
町
に
お
け
る
マ
ダ
コ
の

種
苗
生
産
の
可
能
性
を
調

査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。　

　

６
月
25
日
、
広
島
県
尾

道
市
百
島
町
に
あ
る
同
機

構
の
水
産
技
術
研
究
所
百

島
庁
舎
で
、
水
産
科
学
博

士
の
伊
藤
篤
部
長
か
ら
ス

ラ
イ
ド
資
料
や
飼
育
実
験

室
な
ど
で
３
時
間
に
わ

た
っ
て
、説
明
を
受
け
た
。

　

同
研
究
所
で
は
、
マ
ダ

コ
の
種
苗
生
産
は
６
月
か

ら
開
始
し
、
生
産
し
た
稚

ダ
コ
は
全
国
の
共
同
研
究

機
関
に
供
試
し
て
い
る
。

マ
ダ
コ
養
殖
へ
寄
せ
る
期
待

　

マ
ダ
コ
は
次
の
よ
う
な

理
由
で
、
市
場
に
安
定
的

に
供
給
で
き
る
有
望
養
殖

対
象
種
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

①
成
長
が
早
く
、
約
１
年

で
出
荷
サ
イ
ズ
（
１
㌔
以

上
）
に
達
す
る
。

②
飼
料
転
換
効
率
が
高

く
、
食
べ
た
餌
の
大
部
分

が
体
の
成
長
に
使
わ
れ
る
。

③
魚
の
よ
う
に
泳
ぎ
回
ら

な
い
の
で
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス

で
高
密
度
に
飼
育
で
き
る
。

　

人
工
種
苗
を
用
い
た
養

殖
生
産
を
目
的
に
、
マ
ダ

コ
の
種
苗
生
産
技
術
の
開

発
は
１
９
６
０
年
代
か
ら

開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、

種
苗
生
産
の
実
現
は
困
難

で
あ
っ
た
。
マ
ダ
コ
は
ふ

化
か
ら
20
日
目
ま
で
に
多

く
の
幼
生
が
死
亡
し
て
し

ま
う
た
め
で
あ
っ
た
。

種
苗
生
産
技
術
の
開
発

　

平
成
28
年
か
ら
29
年
に

か
け
て
同
機
構
は
、
東
京

海
洋
大
学
と
の
連
携
に
よ

り
、
マ
ダ
コ
種
苗
生
産
の

生
存
率
・
成
長
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
。
こ
れ
は
、
水
槽
内
の

水
流
の
変
更
と
マ
ダ
コ
幼

生
へ
与
え
る
餌
の
変
更
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

水
槽
内
の
水
流
変
更

は
、
下
層
か
ら
上
層
に
向

か
う
湧
昇
流
を
発
生
さ

せ
、
マ
ダ
コ
幼
生
に
適
し

た
環
境
を
整
備
。

　

餌
の
変
更
は
、
従
来
の

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
一

種
で
あ
る
ア
ル
テ
ミ
ア
か

ら
、
ガ
ザ
ミ
（
カ
ニ
の
一

種
）
の
ゾ
エ
ア
幼
生
に
変

え
た
こ
と
で
、
マ
ダ
コ
幼

生
の
生
存
・
成
長
向
上
を

実
現
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
水
槽
構
造
・

水
流
と
餌
の
変
更
に
よ
り
、

マ
ダ
コ
の
種
苗
生
産
技
術

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

マ
ダ
コ
種
苗
生
産

　
　
　

実
現
へ議

長　

林　

誠
治

長
島
町
議
会
は
、
６
月
25
日
か
ら
27
日

ま
で
の
３
日
間
、
広
島
県
尾
道
市
、
岡
山

市
、
神
戸
市
の
各
市
に
お
い
て
議
員
研
修

（
行
政
視
察
）
を
行
い
、
議
員
11
名
が
参

加
し
た
。

視
察
先
は
、
日
本
初
マ
ダ
コ
種
苗
の
安

定
生
産
に
成
功
し
た
水
産
技
術
研
究
所
百

島
庁
舎
や
風
水
害
に
特
化
し
た
訓
練
施
設

で
あ
る
岡
山
市
消
防
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
水
産
技
術
研
究
所
で
は
、
水
産

業
振
興
に
関
す
る
知
見
を
得
る
た
め
、
東

町
漁
協
職
員
と
町
職
員
も
同
行
し
た
。
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稚ダコの水槽前で、伊藤部長（写真左）か

ら説明を受ける議員ら

卵を抱えた親ガザミを見せる竹島研究員

親ガザミの飼育状況を確認

災害時を想定した流水歩行体験

防
災
教
育
の
最
前
線
に
学
ぶ

岡
山
市
消
防
教
育
訓
練
セ

ン
タ
ー

　

26
日
に
は
、
岡
山
市
消

防
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
を

視
察
。
水
難
救
助
訓
練
施

設
で
、
模
擬
体
験
を
通
し

な
が
ら
、
風
水
害
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

　

同
施
設
は
、
市
が
平
成

30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害

を
教
訓
に
市
民
の
防
災
意

識
向
上
と
職
員
の
対
応
力

強
化
を
図
る
た
め
、
セ
ン

タ
ー
内
に
総
事
業
費
10
億

８
千
万
円
で
整
備
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

令
和
７
年
５
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
風
水
害
体
験

エ
リ
ア
」
で
は
、
流
水
歩

行
や
浸
水
時
の
ド
ア
開

議
員
共
通
意
見

　

マ
ダ
コ
は
国
内
で
漁
獲

量
減
少
、
輸
入
ダ
コ
の
量

も
減
少
し
て
い
る
。

　

実
際
に
マ
ダ
コ
が
水
槽

で
元
気
よ
く
動
い
て
い
る

姿
に
は
感
動
し
た
。
同
研

究
所
の
技
術
を
持
ち
帰

り
、
ぜ
ひ
長
島
で
も
研
究

し
て
ほ
し
い
。
成
功
し
て

放
流
し
漁
船
漁
業
の
た
め

に
な
れ
ば
と
思
う
。

東
町
漁
協
職
員
意
見

　

産
業
規
模
的
な
大
量
種

苗
生
産
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
、
餌
な
ど
の
課
題
等

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
が
解
決
す
れ
ば
、

東
町
漁
協
と
し
て
も
、
マ

ダ
コ
の
種
苗
放
流
を
行
い

資
源
回
復
に
努
め
、
漁
業

者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

町
職
員
意
見

　

大
量
の
稚
ダ
コ
生
産
に

は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、

今
後
は
調
査
・
研
究
を
進

め
、
水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

多
く
備
え
た
施
設
の
整
備

が
求
め
ら
れ
、
効
率
的
に

管
理
す
る
技
術
的
工
夫
が

欠
か
せ
な
い
。
適
切
な
水

流
構
造
や
マ
ダ
コ
幼
生
の

収
容
密
度
の
設
定
の
検
討

に
加
え
、
多
額
の
投
資
や

人
員
配
置
が
必
要
で
、
克

服
す
べ
き
課
題
は
少
な
く

な
い
。

新
た
な
海
の
恵
み
へ

長
島
町
産
養
殖
マ
ダ
コ

　

本
町
は
ブ
リ
の
養
殖
出

荷
量
で
日
本
一
を
誇
り
、

タ
イ
・
ヒ
ラ
メ
・
サ
バ
な

ど
の
養
殖
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
実
績
が
あ
る
。
今

後
こ
れ
ら
に
次
ぐ
水
産
業

の
柱
と
し
て
、
マ
ダ
コ
の

種
苗
生
産
は
非
常
に
大
き

産
業
規
模
へ
の
展
開
と
課
題

　

マ
ダ
コ
養
殖
を
産
業
と

し
て
、
確
立
す
る
に
は
、

種
苗
の
大
量
生
産
と
い
う

壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。

　

マ
ダ
コ
幼
生
を
大
量
に

生
産
す
る
た
め
に
は
、
餌

と
な
る
ガ
ザ
ミ
の
ゾ
エ
ア

幼
生
を
安
定
的
に
大
量
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
多

数
の
親
ガ
ザ
ミ
の
確
保
・

管
理
と
ふ
化
日
を
調
整
す

る
効
率
的
な
仕
組
み
が
不

可
欠
で
、
今
後
の
実
用
化

の
成
否
を
握
る
カ
ギ
と
な

り
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
大
型
水
槽
を
数

な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
を

保
有
す
る
本
町
で
は
、
そ

こ
で
培
わ
れ
た
技
術
や
設

備
を
応
用
す
る
こ
と
で
、

マ
ダ
コ
養
殖
の
拠
点
と
し

て
、
新
た
な
将
来
性
を
秘

め
て
い
る
。
放
流
事
業
を

含
め
た
展
開
に
向
け
、
町

や
関
係
機
関
は
積
極
的
な

推
進
と
支
援
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

閉
、
強
風
と
豪
雨
を
体
験

で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。

　

体
験
し
た
議
員
は
、
普

段
は
想
像
し
に
く
い
水
圧

や
風
雨
の
威
力
を
全
身
で

感
じ
取
り
、
自
然
災
害
の

脅
威
を
改
め
て
認
識
。「
実

際
の
現
場
で
は
、
さ
ら
に

過
酷
な
状
況
が
想
定
さ
れ

る
。
町
民
へ
の
啓
発
に
も

つ
な
げ
た
い
」
と
意
見
が

上
が
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
得
た
知

見
は
、
本
町
に
お
け
る
防

災
教
育
や
減
災
へ
の
取
り

組
み
に
も
生
か
せ
る
も
の

で
あ
り
、
町
民
の
防
災
意

識
を
一
層
高
め
、
町
の
災

害
対
応
力
強
化
に
結
び
付

け
た
い
。
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有料化が決まった乗合バス

10
月
施
行

　

乗
合
バ
ス
が
有
料
化
へ

令
和
７
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
９
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
19

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
で
は
、
国
道
３
８
９
号

路
面
改
良
（
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
）

事
業
費
や
海
上
海
藻
生
産
試
験
業
務

委
託
料
な
ど
１
億
３
０
９
２
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
１
２
２
億
２
９

９
２
万
２
千
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
５

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
に
係
る

補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
。
（
審

議
の
詳
細
は
18
～
19
㌻
）　

ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
令
和
６
年
度
決
算
を
審
査

し
た
ほ
か
、
乗
合
バ
ス
運
行
条
例
の

制
定
や
総
合
運
動
公
園
ナ
イ
タ
ー
照

明
等
設
置
工
事
請
負
契
約
な
ど
認
定

12
件
、議
案
16
件
を
審
議
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

最
終
日
の
22
日
に
は
、
汐
見
漁
港

整
備
工
事
請
負
契
約
と
サ
ン
セ
ッ
ト

の
丘
周
辺
観
光
地
整
備
事
業
の
改
修

実
施
設
計
費
の
た
め
の
一
般
会
計
補

正
予
算（
１
７
７
０
万
９
千
円
追
加
、

総
額
１
２
２
億
４
７
６
３
万
１
千
円

円
）
な
ど
が
追
加
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不

足
比
率
を
報
告

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
長
島
町
に
お
け
る
令
和
６
年
度
決

算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金

不
足
比
率
が
報
告
さ
れ
た
。

新
条
例
で
乗
合
バ
ス
有
料
化 

　

こ
れ
ま
で
無
料
で
運
行
し
て
い
た
乗

合
バ
ス
に
つ
い
て
、
10
月
１
日
か
ら
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
に
移
行
し
、
有
料
と
す

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
た
。

　

運
賃
は
、
乗
車
１
回
に
つ
き
中
学
生

以
上
２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
、

未
就
学
児
は
無
料
の
定
額
料
金
で
あ

る
。
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
定
期
券
発

行
が
で
き
る
よ
う
に
定
め
、
そ
の
料
金

は
南
国
交
通
㈱
撤
退
前
の
料
金
を
超
え

な
い
範
囲
で
設
定
さ
れ
た
。

費
用
弁
償
の
基
準
額
を
改
正 

　

費
用
弁
償
は
、
南
国
交
通
㈱
の
路
線

バ
ス
運
賃
を
基
準
と
し
て
、
算
定
し
て

い
た
が
、
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
行
程
８
㌔
以
上
に
限
り
１

㌔
当
た
り
37
円
を
基
準
と
し
、
支
給
す

る
改
正
を
行
っ
た
。

町
長
・
議
員
選
挙
の
公
費
負

担
限
度
額
を
改
正

　

町
長
お
よ
び
町
議
会
議
員
選
挙
の
選

挙
運
動
に
係
る
公
費
負
担
に
つ
い
て
、

限
度
額
を
改
正
し
た
。
公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
選
挙
運
動
の
公
営

に
要
す
る
経
費
の
上
限
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
、
所
要
の
内
容
に
合

わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

　

育
児
を
行
う
職
員
に
勤
務
時
間
や
休

暇
の
取
得
に
関
す
る
意
向
を
確
認
し
、

安
心
し
て
職
務
と
育
児
を
両
立
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
条
例
の

一
部
を
改
正
し
た
。

育
児
休
業
条
例
を
改
正

　

法
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
一
部
改
正

し
た
。

　

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
一

層
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
従
来
の
１
日
最
大
２
時
間
の
第
１

号
部
分
休
業
に
加
え
、
年
間
10
日
相
当

の
範
囲
内
で
柔
軟
に
取
得
で
き
る
「
第

２
号
部
分
休
業
」
を
新
設
し
た
。
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設置予定と同型のLED照明

工事予定の汐見漁港

令和７年度補正予算の主な事業費（単位：千円）

〇一般会計（第３号）

公用車カーナビのＮＨＫ受信料に係る増額補正

……1,323

Ｊアラート受信機更新に係る委託料…………4,121

関東ながしま会郷土芸能派遣に係る委託料

……1,310

乗合バス事業に係る増額補正……………………1,436

獅子島交流イベント（卓球大会）………………300

離島航路補助金（幣串水俣航路）……………7,706

御所ノ浦高齢者コミュニティセンター改修費

……3,775

戸籍システム標準化対応に伴うリース契約一部解

約に伴う賠償金…………………………………5,069

ブリ販売促進セールに係る委託料…………10,000

海上海藻生産試験業務に係る委託料…………9,900

「さつま島娘」町制施行20周年記念ネッカー作成費

……1,697

耕作道・用水路補修に係る工事費（指江・浦底地区）

……9,800

電気柵設置補助金…………………………………720

メロディーロード事業費……………………50,000

城川内小体育館危険個所撤去工事費…………4,147

蔵之元小複式学級化に伴う教室改修工事費

……1,007

獅子島中特別支援学級増に伴う教室改修及び空調

設備設置工事……………………………………4,123

〇一般会計（第４号）

サンセットの丘周辺施設改修実施設計委託料

……17,709

○国民健康保険特別会計（第２号）

子ども・子育て支援金制度施行に向けたシステム

改修委託料…………………………………………7,700

○介護保険特別会計（第１号）

令和６年度国県補助金過年度清算に伴う還付金

……2,399

○後期高齢者医療特別会計（第１号）

子ども・子育て支援金制度施行に向けたシステム

改修委託料………………………………………3,300

○太陽光発電特別会計（第１号）

夢追い元気発電所への光エリア拡大に係る負担金

……6,050

○観光施設特別会計（第１号）

ホットウォーターヒートポンプ修繕費………1,055

○水道事業会計（第１号）

赤崎地区送・配水管布設工事費……………25,300

平尾水源地電動弁取替工事……………………4,600

総
合
運
動
公
園
ナ
イ
タ
ー
設

置
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
を

活
用
し
た
、
総
合
運
動
公
園
整
備
に
つ

い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル
４
基
の

建
設
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
設
置
、
関
連
す

る
電
気
設
備
工
事
を
行
う
請
負
契
約
を

締
結
。

　

契
約
額
１
億
76
万
円
で
、
㈱
南
九
州

電
設
川
内
営
業
所
と
契
約
締
結
。
工
期

は
令
和
８
年
３
月
25
日
ま
で
。

白
瀬
地
区
の
港
整
備
工
事
請

負
契
約
を
締
結 

　

長
島
港
白
瀬
地
区
の
港
整
備
交
付
金

工
事
で
、
浮
き
桟
橋
工
事
の
う
ち
係
留

杭
４
本
を
工
場
で
制
作
し
、
運
搬
設
置

す
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
た
。

　

契
約
額
７
４
８
０
万
円
で
、
㈱
長
崎

組
と
契
約
締
結
。
工
期
は
令
和
８
年
３

月
20
日
ま
で
。

汐
見
漁
港
の
港
整
備
工
事
請

負
契
約
を
締
結

　

汐
見
漁
港
の
港
整
備
交
付
金
事
業

で
、
防
波
堤
整
備
や
ケ
ー
ソ
ン
の
据
え

付
け
な
ど
を
行
う
工
事
請
負
契
約
を
締

結
し
た
。

　

契
約
額
１
億
８
９
２
０
万
円
で
、
㈱

長
崎
組
と
契
約
締
結
。
工
期
は
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
。

災
害
時
の
復
旧
体
制
を
強
化

　

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
に
よ

り
配
水
管
等
の
復
旧
が
遅
れ
、
家
庭
で

水
道
が
使
用
で
き
な
い
状
況
が
長
期
化

し
て
い
る
事
例
を
踏
ま
え
、
水
道
事
業

給
水
条
例
を
改
正
し
た
。

　

災
害
時
な
ど
、
復
旧
に
対
応
で
き
る

事
業
者
を
迅
速
に
確
保
す
る
体
制
を
整

え
た
。
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町
の
家
計
簿 

各
会
計
決
算
を
審
査

令
和
７
年
第
３
回
長
島
町
議
会

定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
一

般
会
計
と
８
特
別
会
計
、
３
公
営

企
業
会
計
の
決
算
認
定
12
件
が
決

算
審
査
特
別
委
員
会
（
上
平
重
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
。

第
１
表
は
、
一
般
会
計
の
決
算

状
況
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
。
歳

入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を
差

し
引
い
た
残
額
は
６
億
３
７
１
万

円
で
、
翌
年
度
（
７
年
度
）
へ
の

繰
越
額
（
１
億
５
１
９
万
円
）
を

差
し
引
く
と
、
４
億
９
８
５
２
万

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

前
年
度
（
５
年
度
）
の
実
質
収
支

額
（
６
億
１
６
３
７
万
円
）
を
控

除
し
た
単
年
度
収
支
額
は
、
１
億

１
７
８
５
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

第
２
表
に
は
８
の
特
別
会
計
の

収
支
状
況
を
、
第
３
表
に
は
、
３

の
公
営
企
業
会
計
の
収
支
状
況
を

ま
と
め
た
。

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定町税

９億2007万円
（6.46％） 繰越金

７億158万円
（4.93％）

歳　入

自主財源その他内訳
（単位：万円）

　使用料及び手数料 5061

　財産収入 3447

　寄附金 71642

　繰入金 67069

　諸収入 10355

その他
15億7574万円

（11.06％）

分担金及び負担金
１億3977万円

（0.98％）

地方交付税
51億2399万円

（35.97％）

国庫支出金
20億3552万円

（14.29％）

県支出金
14億1695万円

（9.95％）

町債
19億3140万円

（13.56％）

依存財源その他内訳（単位：万円）
　地方譲与税 8836
　利子割交付金 40
　配当割交付金 468
　株式等譲渡所得割交付金 659
　法人事業税交付金 1400
　地方消費税交付金 23768
　環境性能割交付金 598
　地方特例交付金 3986
　交通安全対策特別交付金 86

その他
３億9841円

（2.80％）

依存財源
76.6％

自主財源
23.4％

歳入決算額
142億4343万円

歳　出
民生費
29億1537万円

（21.37％）

衛生費
７億6424万円

（5.60％）

農林水産業費
19億4572万円

（14.27％）

商工費
５億1947万円

（3.81％）

土木費
13億6445万円

（10.00％）

消防費
３億7898円

（2.78％）

教育費
11億1335万円

（8.16％）

災害復旧費
6,904万円

（0.51％）

公債費
18億3108万円

（13.42％）

歳出決算額
136億3972万円

議会費
9640万円

（0.71％）

総務費
26億4161万円

（19.37％）

［第１表］

　一般会計歳入・歳出の状況

※金額は、各項目とも円単位で計算した

　額を、「万円未満」で四捨五入しているため、

　合計金額が一致しない場合がある。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
収
入
額
は
、
９
億
２

０
０
７
万
円
で
、
収
入
総
額
に
対
し
て
、
約
６
％
。

構
成
比
で
最
も
大
き
い
地
方
交
付
税
は
51
億
２
３

９
９
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
約
36
％
と
、
本
町
の

財
源
が
地
方
交
付
税
へ
の
依
存
体
質
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
94
・
７
％
で
、
県
が
公
表

し
た
令
和
７
年
10
月
１
日
付
け
令
和
６
年
度
市
町

村
普
通
会
計
決
算
（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、
本
町

は
県
内
で
最
も
高
い
数
値
で
あ
っ
た
。
数
値
が
低

い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
財
源
が
多
く
、
本
町
は
財

政
の
弾
力
性
が
乏
し
い
状
況
で
あ
る
。

決
算
の
ポ
イ
ン
ト
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※不足分は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填した。

［第３表］公営企業会計の収支の状況

収益的収支（経常的な運営経費） 資本的収支（水道施設整備などの投資的経費）

収　入 支　出 差　引 収　入 支　出 差　引

水道事業 348,508,674 305,857,554 42,651,120 113,202,111 223,425,039 ▲110,222,928

簡易水道事業 46,689,064 48,599,914 ▲1,910,850 185,770,000 189,313,355 ▲3,543,355

集落排水事業 120,976,573 130,414,099 ▲9,437,526 5,300,000 29,010,415 ▲23,710,415

（単位：円）

［第２表］特別会計の収支の状況 （単位：円）

 区分（特別会計名称）  歳入総額 歳出総額 翌年度へ繰越すべき財源 実質収支額 単年度収支

国民健康保険 2,154,328,415 1,937,867,730 0 216,460,685 ▲154,485,957

国民健康保険診療施設 494,509,417 480,861,401 0 13,648,016 ▲706,787

へき地診療施設 46,769,678 45,506,722 0 1,262,956 ▲6,290,448

介護保険 1,414,293,272 1,351,798,953 0 62,494,319 ▲23,945,310

諸浦港埠頭 13,778,579 13,533,431 0 245,148 ▲3,606,542

後期高齢者医療 166,858,071 163,654,697 0 3,203,374 13,506

太陽光発電 127,956,762 94,726,138 0 33,230,624 ▲1,491,827

観光施設 124,548,623 124,509,703 0 38,920 ▲1,393,147

合　　計 4,543,042,817 4,212,458,775 0 330,584,042 13,506

委
員
会
の
質
疑
か
ら
（
一
部
抜
粋
、
審
査
順
）

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．
夢
追
い
元
気
集
落
活

性
化
事
業
補
助
金
は
、
あ

と
何
年
交
付
す
る
の
か
。

Ａ
．
令
和
17
年
度
ま
で
あ

と
10
年
間
交
付
す
る
予
定
。

▼
地
方
創
生
課

Ｑ
．
令
和
５
年
度
に
は
車

両
経
費
が
あ
っ
た
が
、
令

和
６
年
度
に
こ
の
経
費
が

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
．
令
和
５
年
度
予
算
で

委
託
し
て
い
る
社
団
法
人

が
車
両
を
購
入
し
、
協
力

隊
に
貸
与
し
て
い
る
た

め
、
令
和
６
年
度
で
は
、

車
両
経
費
が
発
生
し
て
い

な
い
。

▼
耕
地
林
務
課

Ｑ
．
農
道
改
良
工
事
の
う

ち
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
事
業

で
実
施
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ
．
当
該
農
道
の
改
良
工

事
に
つ
い
て
、
起
債
で
の

実
施
を
検
討
し
た
が
、
対

象
と
な
る
農
道
の
要
件
を

満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
。

▼
福
祉
事
務
所

Ｑ
．
生
活
保
護
廃
止
世
帯

８
件
の
内
訳
は
。

Ａ
．
死
亡
５
件
、
働
き
手
の
収

入
増
加
１
件
、
扶
養
義
務
者
か

ら
の
支
援
１
件
、
老
人
ホ
ー
ム

入
所
が
１
件
。

▼
教
育
総
務
課

Ｑ
．
中
学
校
統
合
再
編
基
本
計

画
詳
細
版
の
策
定
支
援
業
務
委

託
の
詳
細
は
。

Ａ
．
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回

開
催
し
、
詳
細
版
を
作
成
し

た
。
今
後
は
住
民
説
明
会
と
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た

後
、定
例
教
育
委
員
会
に
諮
り
、

策
定
予
定
。

▼
農
政
課

Ｑ
．
み
か
ん
展
示
園
は
、
ど
の

よ
う
な
管
理
を
し
て
い
る
か
。

Ａ
．
管
理
者
に
草
払
い
等
行
う

よ
う
指
示
し
た
が
、
一
部
し
か

手
入
れ
さ
れ
て
お
ら
ず
、
早
急

に
対
応
す
る
よ
う
促
し
た
。

▼
水
産
景
観
課

Ｑ
．
だ
ん
だ
ん
市
場
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
は
、
備
品
購
入
費
１
０
０

万
円
以
下
で
あ
り
、
指
定
管
理

者
が
購
入
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
．
当
初
見
積
り
で
は
、
１
０
０

万
円
を
超
え
て
お
り
、
予
算
計

上
し
て
い
た
が
、
入
札
の
結

果
、
７
９
３
１
０
０
円
で
落
札

し
た
。

◎
付
帯
意
見

●
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー

の
み
か
ん
展
示
園
は
、
昨

年
10
月
に
重
機
で
の
整
備

を
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
雑
草
や
蔓つ

る

が
生
い
茂

り
、
圃
場
整
備
の
趣
旨
を

果
た
し
て
い
な
い
。

　

今
後
担
当
課
に
よ
る
指

定
管
理
者
へ
の
管
理
監
督

を
徹
底
し
、
チ
ェ
ッ
ク
体

制
の
構
築
を
更
に
強
化
す

べ
き
で
あ
る
。

●
唐
隈
地
内
の
町
単
独
修

景
整
備
工
事
に
つ
い
て
、

国
道
で
あ
る
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
裏
側
や
民
地
へ
の
施

工
な
ど
、
工
事
内
容
に
不

明
瞭
な
点
が
見
受
け
ら
れ

た
。
公
共
工
事
は
、
本
来

の
目
的
や
費
用
対
効
果
を

視
野
に
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
事
業
計
画
で
推
進

す
る
べ
き
で
あ
る
。
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町政を問う
一般質問

一般質問とは…

　各議員が住民の代表として、

町の行財政全般にわたり、事務

の執行状況や将来に対する方針

を聞き、町当局の考え方や疑問

をただすこと。

単に疑問をはらし、事実関係

を明らかにするだけではなく、

現行政策の見直しや新規政策を

提言するなど、議員の重要な活

動である。

令和７年第３回定例会（９月）

では次の６人の議員が質問した。

１　小田　勝志（９ページ）

・町内の体育館、武道館に空調設備の設置を

・サンセットの丘ホテル建設について

・中学校統合再編を踏まえた部活動の地域移行

３　上平　重（11ページ）

・中学校統合再編の進捗状況、基本姿勢は

・合宿誘致事業の現状と今後の取り組み

について

一般質問の内容を視聴できます。
詳しく知りたい方は、議員の顔写真

の下にあるＱＲコードをスマートフォン
などで読み取ってください。

２　竹山　司郎（10ページ）

・次期町長選挙について

・おむつ等支給事業について

４　中浦　雅彦（12ページ）

・漁船漁業対策は

・独居老人への支援について

５　林　義明（13ページ）

・本町の農業振興について

６　上筋　睦雄（14ページ）

・子育て支援について

・過去に提案した施策等の措置状況

・メロディーロードについて
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小
田　

勝
志 

議
員

　
　

お
だ　
　

か
つ
し

町武道館に設置されている気化式冷
風機

武道館で練習するスポーツ少年団

工事着工が待たれるホテル建設予定地

小
田　

①
各
施
設
の
利
用

状
況
は
。

②
各
施
設
に
空
調
設
備
設

置
を
。

教
育
長　

①
町
民
体
育

館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
Ｂ

＆
Ｇ
体
育
館
、
武
道
館
、

各
施
設
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
く
利
用
し
て

い
る
。

町
長　

②
近
年
の
温
暖

化
、
気
温
上
昇
の
現
状
を

踏
ま
え
、
ま
た
災
害
発
生

時
の
避
難
場
所
と
し
て
、

有効な補助事業を活用できないか検討答

町
内
の
体
育
館
や
武

道
館
に
空
調
設
置
を

設
置
す
べ
き
と
思
う
。
事

業
費
が
膨
大
な
た
め
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
有

効
な
補
助
事
業
を
活
用
で

き
な
い
か
検
討
す
る
。

動画は
コチラ

小・中学校体育館、町立体育館、
武道館に空調設備の設置を

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
ホ

テ
ル
建
設

小
田　

①
現
在
の
状
況
は
。

②
今
後
着
工
の
見
通
し
は
。

町
長　

①
本
年
夏
頃
ま
で

に
着
工
時
期
の
明
示
を
お

願
い
し
て
い
た
が
、
現
時
点

で
は
示
す
こ
と
は
難
し
い
。

②
今
後
は
年
単
位
で
遅
延

す
る
。
着
工
の
判
断
と
し

て
、
現
在
建
設
さ
れ
て
い

る
別
の
ホ
テ
ル
の
経
営
状

中
学
校
統
合
再
編
を

踏
ま
え
た
部
活
動
の

地
域
移
行
は

小
田　

①
中
学
校
統
合
再

編
の
時
期
は
。

②
部
活
動
の
現
況
は
。

③
今
後
部
活
動
の
地
域
移

行
の
考
え
は
。

教
育
総
務
課
長　

①
10
月

中
旬
に
住
民
説
明
会
を
開

催
し
、
そ
の
後
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
12
月

下
旬
の
定
例
教
育
委
員
会

で
策
定
し
た
い
。

町
長　

①
１
日
で
も
早
く

提
案
し
た
い
。

教
育
長　

②
部
活
動
の
現

況
と
し
て
、
運
動
系
、
文

化
系
を
合
わ
せ
て
17
部
、

計
１
４
４
名
が
加
入
し
て

い
る
。
国
の
指
針
に
基
づ

き
、段
階
的
な
地
域
連
携
、

展
開
を
行
っ
て
い
る
。

③
今
年
度
、
地
域
ク
ラ
ブ

団
体
が
２
団
体
増
え
、
現

在
３
団
体
が
地
域
移
行
し

て
い
る
。
地
域
や
学
校
の

実
態
に
応
じ
て
、
令
和
13

年
度
ま
で
に
休
日
に
つ
い

て
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

で
行
う
体
制
を
整
備
す
る
。

況
も
要
因
と
な
り
、
不
測

の
事
態
が
生
じ
な
け
れ

ば
、着
工
時
期
を
示
せ
る
。
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竹
山　

司
郎 

議
員

　

た
け
や
ま　

し
ろ
う

自身の出処進退について答弁する川添町長

本町で実施されている「産後ケア事業」

町が実施する母子相談

現在のところ、何も考えていない答

次期町長選、
川添町長の出処進退は

竹
山　

来
年
４
月
で
任
期

満
了
と
な
る
が
、
町
長
の

出
処
進
退
の
考
え
は
。

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
何

も
考
え
て
い
な
い
。

竹
山　

合
併
し
て
か
ら
、

20
年
。
ち
ょ
う
ど
よ
い
区

切
り
だ
と
思
う
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
後

継
者
は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

後
継
者
は
私
が
指

名
す
る
も
の
で
は
な
く

て
、「
私
は
こ
う
い
う
政

策
を
や
り
た
い
」
と
い
う

情
熱
を
持
っ
て
い
る
方

に
、手
を
挙
げ
て
ほ
し
い
。

動画は
コチラ

次
期
町
長
選
挙

お
む
つ
支
給
事
業

竹
山　

子
ど
も
を
出
産
し

て
か
ら
、
満
１
歳
ま
で
の
誕

生
月
ま
で
毎
月
３
０
０
０

円
相
当
の
お
む
つ
支
給
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

子
育
て
家
庭
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
や
育
児

の
安
心
感
の
向
上
に
つ
な

が
る
効
果
的
な
仕
組
み
の

１
つ
と
考
え
る
。

竹
山　

毎
月
、
相
談
員
が

お
む
つ
を
届
け
る
際
に
、

母
親
が
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
な
ど
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
よ
う
な
事
業
を
考

え
て
い
る
か
。

町
長　

満
１
歳
ま
で
の
期

間
は
、
母
親
と
会
う
機
会

を
増
や
し
て
、
育
児
に
関

す
る
悩
み
を
丁
寧
に
聞
く

対
応
を
取
っ
て
い
る
。
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上
平　

重 

議
員

　
　

か
み
ひ
ら　

お
も
し

本年８月に本町で行われた高校野球の合宿に参加した選手ら

新中学校用地として、計画が進められる鷹巣中学校

鷹巣中学校（案）に決め、基本計画
詳細版の策定を進めている答

上
平　

中
学
校
統
合
再
編

は
町
の
将
来
を
左
右
す
る

最
大
の
課
題
で
あ
る
。
進

捗
状
況
並
び
に
町
長
、
教

育
長
の
基
本
姿
勢
を
再
度

問
う
。

町
長　

教
育
委
員
会
で
、

鷹
巣
中
学
校
（
案
）
の
基

本
計
画
詳
細
版
策
定
に
向

け
、
住
民
説
明
会
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

教
育
長　

10
月
に
詳
細
版

の
住
民
説
明
会
を
開
い
た

後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
１
カ
月
間
実
施
し
、

学
校
統
合
再
編
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

中学校統合再編の進捗状況と
基本姿勢を再度問う

保
護
者
中
心
の
意
見
を
伺

う
。
そ
の
後
、
総
合
教
育

会
議
で
協
議
し
、
定
例
教

育
委
員
会
に
諮
り
詳
細
版

の
策
定
と
な
る
。

上
平　

再
編
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
、
教
育
委
員
会

の
独
立
性
は
担
保
さ
れ
て

い
る
か
。

町
長　

公
平
か
つ
適
正
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
顧
問
弁
護
士
を
通
じ

て
相
談
し
、
違
法
性
も
な

い
。
お
墨
付
き
で
あ
る
。

合
宿
誘
致
事
業

動画は
コチラ

旧
長
島
高
校
跡
地
案
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

上
平　

今
後
の
営
業
戦
略

や
仕
組
み
を
構
築
し
、
合

宿
事
業
を
強
化
す
る
方
針

は
あ
る
か
。

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
合

宿
誘
致
事
業
に
は
、
積
極

的
に
は
取
り
組
ん
で
い
な

い
が
、
町
外
高
校
の
軟
式

上
平　

旧
長
島
高
校
跡
地

（
案
）
の
検
討
状
況
は
今

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

鷹
巣
中
学
校（
案
）

が
否
決
さ
れ
た
場
合
、
２

案
と
し
て
旧
長
島
高
校
跡

地
（
案
）
で
計
画
の
策
定

を
進
め
る
。

教
育
長　

今
後
も
丁
寧
に

説
明
し
、
町
民
の
理
解
等

を
得
な
が
ら
、
進
め
て
い

く
。

上
平　

小
学
校
の
老
朽
化

も
視
野
に
入
れ
、
新
た
な

学
校
づ
く
り
を
策
定
す
べ

き
で
は
。

町
長　

今
回
は
中
学
校
に

絞
っ
て
統
合
再
編
の
基
本

計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

小
学
校
の
老
朽
化
に
伴
う

対
応
は
、
施
設
の
修
繕
を

主
に
進
め
る
。

野
球
部
が
合
宿
し
た
際
、

宿
泊
や
移
動
で
苦
労
し
た

こ
と
は
聞
い
た
。
今
後
の

参
考
に
し
た
い
。
ま
た
、

課
題
と
し
て
、
運
動
場
や

体
育
館
の
老
朽
化
、
指
定

管
理
も
含
め
、検
討
す
る
。

空
調
設
備
に
関
し
て
も
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
緊
急

性
の
高
い
も
の
か
ら
着
手

す
る
。
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たこつぼ投入前の準備を行う漁師（薄井漁港）

中
浦　

雅
彦 

議
員

　

な
か
う
ら　

ま
さ
ひ
こ

水産研究・教育機構の種苗生産技
術での安定生産された稚ダコ

鹿大で、海中の調査時に活用されて
いる水中カメラ

積極的に放流事業を行っていきたい答

中
浦　

水
産
研
究
・
教
育

機
構
百
島
庁
舎
で
は
、
人

工
種
苗
を
用
い
た
マ
ダ
コ

養
殖
に
成
功
し
て
い
る
。

長
島
町
で
も
、
種
苗
生
産

し
、
稚
ダ
コ
を
放
流
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　

ど
の
よ
う
な
方
法

で
放
流
す
る
の
か
、
経
費

漁
船
漁
業
対
策
は

を
ど
う
す
る
か
話
し
合

い
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

中
浦　

藻
場
造
成
放
流
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

湯
ノ
口
で
藻

そ
う
し
ょ
う礁

整

備
、
伊
唐
で
漁
礁
整
備
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
放
流

事
業
は
、
東
町
漁
協
と
北

さ
つ
ま
漁
協
で
以
前
か
ら

マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
を
放
流

し
て
い
る
。

中
浦　

水
中
カ
メ
ラ
を
導

入
し
、
現
在
の
漁
場
、
海

中
対
策
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

水
中
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
、
調
査
す
る
。
購
入

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
決
め

て
い
な
い
。

中
浦　

新
し
い
漁
種
等
へ

の
補
助
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
団
体
や
個
人

に
対
し
て
、
新
し
い
漁
種

等
へ
の
補
助
は
な
い
。
今

年
度
幣
串
地
区
、
立
石
も

含
め
て
海
藻
の
実
証
実
験

を
計
画
し
て
い
る
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
を
一
部

充
当
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
漁
業
者
に
協
力
い
た

だ
き
た
い
。

中
浦　

鹿
大
、東
町
漁
協
、

町
と
の
協
定
の
事
業
内
容

と
取
り
組
み
は
。

町
長　

赤
潮
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
体
制
の
強
化
や
赤
潮

発
生
時
の
対
応
策
の
研

究
、
藻
場
造
成
の
モ
ニ
タ

動画は
コチラ

事
業
採
択
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

長島町でマダコ放流の考えはな
いか

独
居
老
人
へ
の
支
援

中
浦　

３
年
前
も
質
問
し

た
が
、
身
寄
り
の
な
い
独

居
老
人
を
対
象
と
し
た
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
者

の
進
捗
状
況
と
自
己
負
担

免
除
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

現
在
は
７
人
が
利

用
し
、令
和
６
年
度
７
人
、

５
年
度
８
人
、
４
年
度
10

人
の
利
用
実
績
で
あ
る
。

　

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

月
額
３
３
０
０
円
の
う
ち
、

町
が
２
３
０
０
円
負
担
し
、

利
用
者
に
１
０
０
０
円
負

担
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

緊
急
時
に
か
か
わ
ら

ず
、
定
期
的
に
利
用
者
に

電
話
し
、
生
活
状
態
や
体

調
の
確
認
を
行
う
必
要
経

費
と
考
え
て
い
る
。
負
担

金
免
除
に
つ
い
て
は
、
町

長
が
認
め
た
場
合
は
減

額
、ま
た
は
免
除
で
き
る
。

リ
ン
グ
な
ど
三
者
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
。
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林　

義
明 

議
員

　

は
や
し　

よ
し
あ
き

基盤整備を進める農地（城川内地区）

小規模農家対策、中山間地対策を
しっかり続ける答

林　

今
回
の
米
騒
動
で
、

米
の
生
産
調
整
を
廃
止

し
、
増
産
に
転
じ
れ
ば
、

価
格
が
不
安
定
に
な
る
こ

と
か
ら
生
産
費
削
減
の
た

め
、
土
地
基
盤
整
備
が
必

要
と
な
る
が
、
現
状
と
今

後
の
計
画
は
。

町
長　

水
田
の
整
備
率

78
・
５
％
、
畑
地
が
50
・

３
％
と
な
り
、
農
地
全
体

の
整
備
率
58
・
３
％
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
単
独
事
業
で
対

応
で
き
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
県
営
事
業
や
補
助

基
盤
整
備
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
推
進
計
画
は

事
業
採
択
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

動画は
コチラ

本町の農業振興は

作
物
の
推
進
方
策
は

林　

本
町
の
作
物
は
、
バ

レ
イ
シ
ョ
が
主
力
で
県
内

の
生
産
量
の
う
ち
、
約

25
％
を
本
町
産
が
占
め
て

い
る
。
連
作
障
害
が
発
生

す
る
作
物
で
あ
る
の
で
、

対
策
と
し
て
、
客
土
や
深

耕
な
ど
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
。

町
長　

本
町
は
農
業
、
漁

業
の
一
次
産
業
の
町
で
あ

り
、
所
得
を
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
土
地
改

良
事
業
は
一
番
い
い
方
法

で
あ
る
の
で
、
ど
の
対
策

よ
り
も
力
を
入
れ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

労
働
力
確
保
対
策
は

林　

農
業
分
野
の
人
手
不

足
は
、
農
家
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
が
主
な
要
因

で
、
農
家
が
年
々
減
少
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
出

収
入
保
険
制
度
の
加
入

状
況
と
推
進
方
策
は

林　

収
入
保
険
制
度
の
本

町
で
の
加
入
状
況
と
加
入

促
進
対
策
は
。

町
長　

対
象
と
な
る
農
業

経
営
体
数
１
８
３
件
に
対

し
、
加
入
件
数
は
43
件
、

加
入
率
は
23
％
で
あ
る
。

加
入
率
は
低
い
状
況
で
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
制
度
の
周
知
と
そ
の
必

要
性
の
啓
発
に
努
め
る
。

荷
団
体
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
人
材
派
遣

事
業
の
よ
う
な
も
の
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
。

町
長　

雇
用
対
策
は
ど
う

い
う
対
策
を
打
て
ば
い
い

か
困
っ
て
い
る
。
今
後
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
や
関
係
者
に

聞
い
て
、
町
が
ど
の
よ
う
に

協
力
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
話
し
合
い
を
進
め
る
。

年 総農家数 専業 第１種 第２種

平成27年 887 381 148 358

令和２年 781 261 116 404

10年後見込み 604
町内の農家数の推移と10年後見込み数

農家数 [戸数]

農家数人口（経営耕地面積が30㌃以上）

町内の各年代ごとの農家人口の推移と10年後見込み数

年 農家人口 14歳以下 15 ～ 29歳 30 ～ 59歳 60 ～ 64歳 65歳以上 高齢化率

平成27年 2,792 200 286 957 315 1,034 37％

令和２年 2,091 124 140 606 254 967 46％

10年後見込み 1,168

[人]
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上
筋　

睦
雄 

議
員

　

か
み
す
じ　

む
つ
お

虐待防止、妊産婦、ひとり親家庭
の訪問支援は

地域の移動を支える新しい交通手段「オンデマンドバス」

法定支援を実施。訪問支援は
必要に応じて実施答

上
筋　

①
保
育
人
材
の
確

保
は
。

②
保
育
所
等
職
員
の
虐
待

行
為
の
撲
滅
を
期
す
た
め

の
施
策
は
。

③
本
町
の
虐
待
、
保
護
事

例
は
。

町
長　

①
保
育
士
の
復
職

や
就
職
相
談
支
援
な
ど
、

県
と
の
連
携
に
努
め
る
。

②
保
育
施
設
に
虐
待
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

通
報
先
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
周
知
す
る
。

福
祉
事
務
所
長　

②
町
内

10
月
１
日
施
行
、
改

正
児
童
福
祉
法

動画は
コチラ

の
ほ
と
ん
ど
の
保
育
施
設

に
、
見
守
り
カ
メ
ラ
設
置

済
み
。

③
令
和
６
年
度
に
３
世

帯
、４
年
度
に
１
世
帯
で
、

い
ず
れ
も
子
ど
も
は
一
時

保
護
し
た
。

上
筋　

①
妊
娠
、
出
産
、

育
児
支
援
は
。

②
産
後
う
つ
の
支
援
、
現
状

と
訪
問
支
援
等
の
課
題
は
。

町
長　

①
経
済
的
支
援
と

し
て
、
児
童
扶
養
手
当
や

医
療
費
助
成
を
実
施
。
母

子
保
健
手
帳
発
行
交
付
時

の
保
健
師
に
よ
る
面
談
を

行
っ
て
い
る
。

町
民
保
健
課
長　

①
ア
ン

ケ
ー
ト
や
質
問
票
を
活
用

し
て
い
る
。

②
産
科
医
療
機
関
で
の
検

診
。
町
で
は
、
産
婦
新
生

児
訪
問
時
に
質
問
票
を
実

施
。
訪
問
支
援
は
必
要
に

応
じ
て
実
施
。

上
筋　

ひ
と
り
親
家
庭
支

援
、
現
状
と
課
題
は
。

町
長　

ひ
と
り
親
家
庭
の

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

提
案
に
対
す
る
措
置

状
況

上
筋　

①
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
検
討
は
。

②
地
方
債
償
還
計
画
、
令

和
６
年
３
月
末
の
残
高
は
。

中
学
校
統
合
再
編

上
筋　

現
在
の
中
学
校
の

校
区
、
長
島
中
、
平
尾
中
、

鷹
巣
中
、川
床
中
を
基
盤
・

通
学
範
囲
と
し
た
小
中
一

貫
の
義
務
教
育
学
校
の
考

え
は
。

町
長　

鷹
巣
中
で
の
基
本

計
画
詳
細
版
の
作
成
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド

上
筋　

広
報
発
表
、
設
置

場
所
、
曲
の
募
集
、
新
聞

掲
載
な
ど
決
定
さ
れ
た
か

の
よ
う
な
動
き
で
、
勇
み

足
で
は
な
い
か
。

町
長　

県
と
協
議
し
、
道

路
法
上
の
問
題
は
な
く
、

具
体
的
な
協
議
を
進
め
る

た
め
実
施
。
今
回
必
要
な

予
算
を
議
会
に
提
案
し
た
。

③

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

活
用
は
。

町
長　

①
今
後
の
有
力
な

交
通
手
段
の
可
能
性
。
調

査
研
究
を
進
め
る
。

②
地
方
債
残
高
は
約
１
６

４
億
円
。
完
済
予
定
は
令

和
36
年
３
月
末
。

③
実
施
可
能
な
事
業
等
に

つ
い
て
、調
査
研
究
す
る
。
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マダコの種苗生産技術の説明に真剣な表情

長島でのマダコ種苗生産に期待を寄せた議員

浸水時のドアの重さを体
験する水圧ドア体験

風水害の教訓を聞き入る議員

水没車両を再現した模擬体験

風速20㍍、雨量100㍉の風
雨体験

同センターで自然災害の脅威を改めて認識

議
会
の
傍
聴
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

長
島
町
議
会
で
は
、
会
期
中
、
傍
聴
者
を
随
時
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ん
が
選
ん
だ
議
員
が
、

町
の
施
策
や
予
算
の
審
議
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
、
関
心
の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、　

本
会
議
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
役
場
ロ
ビ
ー
の
テ
レ
ビ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

次
の
定
例
会
は
12
月
に
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

学
び
合
う
議
員
の
姿
を
写
真
で

　

２
～
３
㌻
で
紹
介
し
た
議
員
研
修
の
内
容
や
学
び
の
様
子
を
写
真
を
通
じ
て

お
伝
え
し
ま
す
。

６月25日（水）　
水産技術研究所百島庁舎

６月26日（木）　
岡山市消防教育訓練センター
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子育て支援事業の説明を受ける委員

語り手から熊本地震の惨状を聞き、

防災意識を醸成

震災ミュージアム
地震の爪痕を残す旧東海大学阿蘇
キャンパス

みやま市議会議事堂

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
町
の
実
現
へ

総
務
民
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長　

竹
山　

司
郎

総
務
民
生
常
任
委
員
会

で
は
、
令
和
７
年
７
月
24

日
～
25
日
の
日
程
で
、
子

ど
も
子
育
て
事
業
や
定
住

促
進
並
び
に
自
然
災
害
に

向
け
た
防
災
対
応
と
し

て
、
福
岡
県
み
や
ま
市
お

よ
び
熊
本
県
南
阿
蘇
村
の

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、

所
管
事
務
調
査
を
行
っ

た
。ま

ず
、み
や
ま
市
で
は
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

お
む
つ
お
届
け
事
業

は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
や
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
が
相
談
に
応

じ
る
こ
と
で
、
虐
待
を
予

防
し
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
事
業
で
あ
る
。
令

和
６
年
度
実
績
は
、
委
託

料
４
９
０
万
円
で
、
お
む

つ
セ
ッ
ト
３
０
０
０
円
を

１
１
５
２
個
購
入
す
る
経

費
や
コ
ー
プ
生
活
協
同
組

合
へ
事
業
委
託
す
る
経
費

な
ど
で
、
財
源
は
国
庫
補

助
金
３
分
の
２
、
残
り
３

分
の
１
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
て
い
た
。

産
後
ケ
ア
事
業
で
は
、

国
県
補
助
金
を
活
用
し
、

出
産
後
の
母
親
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
よ
う

に
、
医
療
機
関
や
自
宅
な

ど
で
、
授
乳
相
談
、
育
児

相
談
、
心
身
ケ
ア
が
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
利
用

者
負
担
が
設
け
ら
れ
、
非

課
税
世
帯
や
生
活
保
護
者

は
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
。

定
住
促
進
お
よ
び
結
婚

支
援
金
に
つ
い
て
は
、
結

婚
新
生
活
支
援
補
助
金
、

奨
学
金
返
済
支
援
事
業
、

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
事

業
な
ど
、
様
々
な
定
住
支

援
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
な
か
で
も
マ
イ
ホ
ー

ム
取
得
補
助
事
業
で
は
、

市
外
か
ら
の
転
入
世
帯
で

新
築
ま
た
は
中
古
住
宅
を

対
象
要
件
と
し
、
令
和
６

年
度
実
績
と
し
て
２
２
５

件
、
３
３
０
０
万
円
、
転

入
世
帯
加
算
と
し
て
現
物

支
給
の
コ
メ
や
電
子
コ
イ

ン
が
99
件
、
３
４
０
万
円

と
な
っ
て
い
た
。

奨
学
金
返
済
支
援
補
助

金
で
は
、
在
学
中
に
日
本

学
生
支
援
機
構
等
で
奨
学

金
の
貸
与
を
受
け
た
者

で
、
満
30
歳
以
下
で
５
年

以
上
み
や
ま
市
に
居
住
す

る
意
思
が
あ
る
者
が
対
象

で
、
３
年
間
で
最
大
54
万

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。み

や
ま
市
は
、
様
々
な

補
助
制
度
を
実
践
し
て
お

り
、
本
町
も
対
応
で
き
る
制

度
は
活
用
す
べ
き
と
し
た
。

次
に
、
熊
本
県
南
阿
蘇

村
の
「
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
で
は
、
熊
本
地
震
の

経
験
や
教
訓
を
学
ん
だ
。

地
震
の
経
験
や
教
訓
を

学
び
、
風
化
さ
せ
ず
後
世

に
伝
承
し
、 

今
後
の
大
規

模
自
然
災
害
に
向
け
た
防

災
対
応
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
整
備
さ
れ
て

い
た
。

今
後
予
想
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生

時
期
に
つ
い
て
は
、
30
年

以
内
の
発
生
確
率
が
80
％

と
さ
れ
、
本
町
も
被
害
想

定
区
域
に
含
ま
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
熊
本
県
を

南
北
に
走
る
「
日
奈
久
断

層
」
で
の
プ
レ
ー
ト
変
動

で
は
本
町
に
甚
大
な
被
害

が
出
る
可
能
性
が
高
い
。

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
規
模

の
地
震
が
発
生
す
る
か
常

に
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
町
で
も

「
地
方
創
生
２
・
０
の
長

島
大
陸
み
ら
い
創
生
総
合

戦
略
」
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
「
子
ど
も
子
育
て
支
援

政
策
」
と
し
て
、
誰
も
が

長
島
町
で
子
育
て
し
た
い

と
思
う
よ
う
な
支
援
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
担
当
課
の
奮
起
を

期
待
し
た
い
。
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宿
泊
施
設
は
28
部
屋
整
備

乗馬体験ができる屋外馬場

気象センサーで管理された次

世代閉鎖型牛舎

吊
り
下
げ
保
存
で
き
る
冷
蔵
庫

施設内で処理加工された

イノシシ肉

20頭規模の馬厩
きゅうしゃ

舎を整備

学
校
跡
地
活
用
で
産
業
創
出
を

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長　

池
田　

安
彦

建
設
経
済
文
教
常
任
委

員
会
で
は
、
令
和
７
年
７

月
31
日
～
８
月
１
日
で
、

畜
産
技
術
の
向
上
と
学
校

跡
地
活
用
の
観
点
か
ら
曽

於
市
の
南
九
州
畜
産
獣
医

学
拠
点
を
、
有
害
鳥
獣
駆

除
対
策
お
よ
び
ジ
ビ
エ
処

理
施
設
整
備
に
つ
い
て
姶

良
市
の
（
一
社
）
加
治
木

猟
友
会
を
訪
問
し
、
調
査

し
た
。

ま
ず
、
南
九
州
畜
産
獣

医
学
拠
点
施
設
で
は
、（
一

財
）
ス
ク
ラ
ブ
そ
お
の
今

村
浩
次
事
務
局
長
か
ら
、

施
設
の
概
要
、
運
営
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。南

九
州
畜
産
獣
医
学
拠

点
は
９
年
前
廃
校
に
な
っ

た
財
部
高
校
跡
地
に
曽
於

市
と
鹿
児
島
大
学
共
同
獣

医
学
部
と
が
連
携
し
て
整

備
し
、
将
来
の
畜
産
業
、

獣
医
師
を
担
う
人
材
の
育

成
、新
た
な
産
業
の
創
造
、

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的

と
し
て
開
所
し
た
。
県
の

土
地
で
あ
っ
た
用
地
を
曽

於
市
が
無
償
譲
渡
を
受
け

て
取
得
。
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
９
億
５
千
万

円
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
中
央

競
馬
会
）
の
助
成
金
２
億

円
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
２
億
円
、
地
方
債
、
市

負
担
額
な
ど
28
億
円
か
け

て
整
備
し
た
。
去
年
４
月

か
ら
ス
ク
ラ
ブ
そ
お
が
市

よ
り
、
指
定
管
理
を
受
け

て
運
営
し
て
い
る
。
全
国

の
獣
医
学
生
の
実
習
や
産

業
動
物
（
ウ
シ
、
ウ
マ
、

ニ
ワ
ト
リ
、
ブ
タ
）
の
研

究
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

の
産
業
技
術
向
上
や
畜
産

振
興
を
図
っ
て
い
る
。

施
設
は
３
つ
の
エ
リ
ア

で
構
成
さ
れ
、
産
業
動
物

モ
デ
ル
飼
育
エ
リ
ア
で

は
、
生
産
か
ら
肥
育
ま
で

す
べ
て
の
工
程
を
現
場
で

経
験
で
き
る
。

地
方
創
生
エ
リ
ア
で
は
、

旧
校
舎
を
改
装
し
て
、
講

義
室
や
カ
フ
ェ
、
レ
ン
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
、
宿
泊
施
設

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

馬
エ
リ
ア
で
は
、
在
来

馬
や
引
退
競
走
馬
が
飼
育

さ
れ
、
乗
馬
も
体
験
で
き

る
。去

年
４
月
に
開
所
し
て

か
ら
の
来
場
者
は
２
万
３

０
０
０
人
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

次
に
、
加
治
木
猟
友
会

（
加
治
木
ジ
ビ
エ
加
工
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
同
会
の

桑
迫
輝
文
代
表
よ
り
、
説

明
を
受
け
た
。

同
施
設
は
代
表
の
自
己

資
金
１
億
円
を
か
け
て
整

備
し
、
令
和
２
年
５
月
か

ら
運
用
し
て
い
る
。
有
害

鳥
獣
捕
獲
後
の
埋
設
す
る

労
力
や
不
法
投
棄
の
対
策

と
し
て
、
捕
獲
員
か
ら
鳥

獣
を
引
き
取
り
、
加
工
、

販
売
を
し
て
い
る
。
10
頭

同
時
に
吊
り
下
げ
で
き
る

冷
蔵
庫
の
ほ
か
、
銃
弾
な

ど
の
異
物
を
見
つ
け
る
金

属
探
知
機
、
雑
菌
繁
殖
を

抑
え
る
た
め
に
ア
ル
コ
ー

ル
を
使
っ
た
凍
結
機
を
整

備
、
年
間
１
３
０
０
頭
の

処
理
加
工
を
し
て
い
る
。

販
売
ル
ー
ト
は
東
京
、

大
阪
、
広
島
、
福
岡
な
ど

の
高
級
志
向
の
料
亭
な
ど

に
卸
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

捕
獲
に
つ
い
て
姶
良
市

で
は
、
く
く
り
罠
が
メ
イ

ン
で
、
箱
罠
が
多
い
長
島

町
で
は
、
く
く
り
罠
を
増

や
す
よ
う
提
案
を
受
け

た
。最

後
に
、
本
町
に
お
い

て
も
学
校
跡
地
活
用
が
取

り
出
さ
れ
る
中
、
旧
校
舎

を
改
修
し
、
レ
ン
タ
ル
オ

フ
ィ
ス
や
宿
泊
施
設
な
ど

を
整
備
し
、
新
た
な
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
複
合
施

設
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。　ま

た
、
有
害
鳥
獣
が
増

え
る
中
、
対
策
強
化
を
図

り
、
ジ
ビ
エ
処
理
施
設
整

備
に
つ
い
て
も
担
当
課
が

さ
ら
な
る
研
究
に
努
め
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
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ＮＨＫ未契約の公用車

総
務
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

兒
玉　

誠

委
員
会
付
託
案
件

○
議
案
第
73
号

　

長
島
町
議
会
議
員
及
び
長

　

島
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

　

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
議
案
第
74
号

　

長
島
町
報
酬
及
び
費
用
弁

　

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

○
議
案
第
75
号

　

長
島
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

　

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

○
議
案
第
76
号

　

長
島
町
職
員
の
育
児
休
業

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
議
案
第
77
号

　

長
島
町
企
業
職
員
の
給
与

　

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

○
議
案
第
79
号

　

長
島
町
乗
合
バ
ス
運
行
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
附
帯
意
見

　

長
島
町
乗
合
バ
ス
運
行

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
利
用
促
進
と
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
減
免
規

定
、
定
期
料
金
の
運
用
等

に
つ
い
て
、
今
後
利
用
者

目
線
を
重
視
し
整
理
さ
れ

た
い
。

利
用
者
に
寄
り
添
う
バ
ス
運
行
を

※
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、

　

質
疑
の
あ
っ
た
主
な
議
案
の

　

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
80
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
３
号
）

○
議
案
第
81
号

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
議
案
第
82
号

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算　

（
第
１
号
）

○
議
案
第
83
号

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
議
案
第
84
号

　

太
陽
光
発
電
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
１
号
）

○
議
案
第
74
号

▼
総
務
課

Ｑ
．
費
用
弁
償
に
つ
い
て

新
し
い
計
算
方
法
と
旧
料

金
と
の
差
額
は
。

Ａ
．
行
程
８
㌔
以
上
に
限

り
１
㌔
当
た
り
37
円
で
実

費
額
を
支
給
す
る
も
の
で
、

旧
料
金
と
の
差
額
は
地
区

に
よ
り
１
１
０
円
か
ら
２

４
０
円
程
度
増
減
す
る
。

○
議
案
第
79
号

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．
条
例
制
定
後
、
実
情

に
応
じ
た
見
直
し
の
考
え

は
。
ま
た
、
中
学
生
の
通

学
利
用
に
つ
い
て
、
減
免

の
考
え
は
。

Ａ
．見
直
し
に
つ
い
て
は
、

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
協
議
し
た
い
。

Ｑ
．
運
賃
一
律
２
０
０
円

の
根
拠
と
利
用
者
か
ら
の

意
見
は
。

Ａ
．
南
国
交
通
の
現
在
の

最
低
運
賃
で
設
定
し
た
。

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
料
金
に
係
る
意
見
は
な

か
っ
た
。

Ｑ
．
身
体
障
が
い
者
半
額

の
規
則
案
で
あ
る
が
、
免

許
返
納
者
も
規
定
に
入
れ

る
べ
き
で
は
。

Ａ
．
免
許
返
納
者
の
減
免

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

○
議
案
第
80
号

▼
企
画
財
政
課

Ｑ
．
乗
合
バ
ス
運
行
事
業

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
が
し
ま

地
域
活
性
化
推
進
機
構
の

就
業
規
則
に
、
人
数
確
認

や
料
金
徴
収
に
つ
い
て
記

載
が
あ
る
か
。

Ａ
．
詳
細
な
規
定
は
定
め

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
通

り
の
就
業
規
則
で
対
応
で

き
る
と
考
え
る
。

▼
総
務
課

Ｑ
．
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
支

払
い
に
つ
い
て
、
最
大
13

年
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
今
回

計
上
す
る
に
至
っ
た
経
緯

と
他
自
治
体
の
状
況
は
。

Ａ
．
今
年
５
月
に
南
日
本

新
聞
に
さ
つ
ま
町
と
県
内

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
未
払
い

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
支

払
い
に
つ
い
て
認
識
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
カ
ー
ナ
ビ
搭
載

の
公
用
車
の
一
覧
表
を
送

付
し
、
該
当
車
両
の
未
契

約
額
掲
示
に
基
づ
き
、
補

正
予
算
を
上
程
し
た
。

○
議
案
第
81
号
、
83
号

▼
町
民
保
健
課

Ｑ
．
所
得
区
分
の
階
層
に

よ
っ
て
、
負
担
額
が
違
う

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
形
で
負
担
す
る
の
か
。

Ａ
．
所
得
に
よ
っ
て
、
負

担
額
が
違
う
。
負
担
方
法

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
医

療
給
付
費
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
、
介
護
納
付
金
に

令
和
８
年
度
か
ら
子
ど
も

子
育
て
支
援
給
付
金
が
追

加
さ
れ
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
。
国
民
健
康
保
険
税

お
よ
び
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

10
月
以
降
、
国
が
示
す
予

定
で
あ
る
。
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耕作道の確認（浦底地区）

メロディーロード整備予定の国道389号線
（上り浜）

付託案件を審査する委員

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

二
階
堂　

猛

委
員
会
付
託
案
件

〇
議
案
第
78
号

　

 

長
島
町
水
道
事
業
給
水
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

○
議
案
第
80
号

　

 

一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
３
号
）

○
議
案
第
85
号

 　

観
光
施
設
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

○
議
案
第
86
号

　

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

◎
附
帯
意
見

　

海
上
海
藻
生
産
試
験
業

務
委
託
に
つ
い
て
は
、
委

託
業
者
に
対
し
、
海
藻
の

生
育
状
況
の
定
期
的
な
報

告
を
求
め
る
こ
と
と
す

る
。
事
業
終
了
後
に
は
成

果
や
課
題
を
整
理
し
、
今

後
に
活
用
さ
れ
た
い
。

○
議
案
第
78
号

▼
水
道
課

Ｑ
．
災
害
時
に
、
町
外
の

給
水
装
置
工
事
事
業
者
で

も
工
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
旨
の
条
例
改
正
で
あ

る
が
、
近
隣
の
市
町
か
ら

の
応
援
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
．
本
町
が
依
頼
す
る
自

治
体
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
県
や
日
本
水
道
協
会

鹿
児
島
県
支
部
か
ら
の
要

請
に
応
じ
た
自
治
体
や
事

業
体
に
派
遣
し
て
も
ら
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

○
議
案
第
80
号

▼
教
育
総
務
課

Ｑ
．
城
川
内
小
学
校
体
育

館
の
危
険
個
所
撤
去
に
つ

い
て
、
財
源
は
ま
ち
づ
く

り
基
金
繰
入
金
が
妥
当
な

の
か
。

Ａ
．
起
債
で
あ
れ
ば
過
疎

債
を
充
て
る
こ
と
に
な
る

が
、
今
回
の
事
業
で
は
、

過
疎
債
は
対
象
外
で
あ
っ

た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
基

金
を
充
て
る
こ
と
と
し
た
。

▼
農
政
課

Ｑ
．
電
気
柵
設
置
補
助
は

個
人
で
申
請
で
き
る
か
。

Ａ
．
認
定
農
業
者
、
認
定

新
規
就
農
者
、
ま
た
は
10

㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
お
り
、
出
荷
実
績
の
あ

る
農
家
が
個
人
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

▼
水
産
景
観
課

Ｑ
．
海
上
海
藻
生
産
試
験

業
務
委
託
の
委
託
期
間
は

い
つ
ま
で
か
。
ま
た
、
委

託
予
定
の
企
業
の
詳
細
と

実
証
実
験
の
内
容
は
。

Ａ
．
委
託
期
間
は
今
年
度

３
月
末
ま
で
。
進
捗
次
第

で
は
、
繰
り
越
す
予
定
で

あ
る
。
企
業
の
詳
細
は
、

海
藻
の
種
苗
生
産
か
ら
養

殖
、
加
工
、
販
売
ま
で
を

行
う
、
シ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル

と
い
う
※

ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
で
あ
る
。
実
証
実

験
に
つ
い
て
は
、ト
サ
カ
、

ミ
リ
ン
お
よ
び
モ
ズ
ク
を

対
象
に
幣
串
地
区
で
海
藻

養
殖
を
行
う
。

▼
建
設
課

Ｑ
．
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド

の
曲
の
公
募
を
予
算
の
上

程
前
に
行
っ
た
理
由
は
。

ま
た
、
地
方
創
生
交
付
金

２
・
０
の
活
用
を
考
え
な

か
っ
た
か
。

Ａ
．
公
募
は
予
算
の
執
行

に
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、

曲
を
選
定
し
な
け
れ
ば
事

務
手
続
き
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
地
方

創
生
交
付
金
２
・
０
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
で

な
い
者
が
メ
ロ
デ
ィ
ー

ロ
ー
ド
を
設
置
し
た
事
例

は
全
国
的
に
無
く
、
本
年

度
中
に
同
交
付
金
が
利
用

可
能
か
国
に
照
会
で
き
な

い
た
め
、
単
独
事
業
で
行

う
こ
と
と
し
た
。

○
議
案
第
86
号

▼
水
道
課

Ｑ
．
赤
崎
地
区
送
・
配
水

管
布
設
工
事
の
内
容
は
。

Ａ
．
赤
崎
水
源
か
ら
供
給

す
る
水
道
水
を
、
浦
底
水

源
に
切
り
替
え
、
赤
崎
地

区
の
水
源
池
に
直
接
送
水

実
証
実
験
は
今
後
の
活
用
を
見
越
し
て

で
き
る
よ
う
に
す
る
工
事

で
あ
る
。

※
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

　

革
新
的
な
技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
基
に
短
期
間
で
の

急
成
長
と
事
業
拡
大
を
目

指
す
創
業
間
も
な
い
企
業
。
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編集後記

議

会

の

う

ご

き

７　

月

９　

月

８　

月

　

本
号
の
表
紙
に
は
、

伊
唐
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
や
島
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
撮
影
し
た
フ
ェ
リ
ー
「
海
竜
」

の
姿
を
掲
載
し
ま
し
た
。
か
つ
て
獅
子

島
航
路
を
走
り
、
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
た
船
で
あ
り
、
今
年
夏
、
映
画
『
東

京
Ｍ
Ｅ
Ｒ
南
海
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
に
登
場

し
た
こ
と
で
、
全
国
か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は

町
制
20
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
１

枚
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
は
、

議
会
の
出
来
事
を
伝
え
る
だ
け
で
な

く
、
町
の
話
題
や
皆
さ
ん
の
声
を
届
け

る
広
報
紙
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
親
し

み
や
す
く
読
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を

心
が
け
、
町
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（

上
平　
　

重
）

４
日

６
日

８
日

９
日

10
日

11
日

11
～
15
日

15
日

22
日

23
日

24
日

24
～
25
日

26
日

29
日

31
日

第
１
回
広
報
特
別
委
員
会
（
№
81
）

第
73
回
三
地
区
親
善
体
育
大
会
（
町
内
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
総
会
（
出
水
市
）

し
し
じ
ま
汽
船
進
水
式
（
広
島
県
尾
道
市
）

第
２
回
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

（
阿
久
根
市
）

町
道
渡
釜
線
開
通
式

決
算
審
査

あ
づ
ま
海
水
浴
場
海
開
き
安
全
祈
願
祭

被
爆
80
周
年
核
廃
絶
・
平
和
行
政
に
関
す
る
要
請

例
月
出
納
検
査

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査（
阿
久
根
市
）

工
事
事
務
監
査

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式

総
務
民
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

（
福
岡
県
み
や
ま
市
・
南
阿
蘇
村
）

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
な
が
し
ま

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
臨
時
総
会
及
び
町
村
監
査

委
員
・
補
助
職
員
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
曽
於
市
）

長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
推
薦
会

１
日

２
～
３
日

５
～
６
日

７
日

19
日

20
日

21
日

23
日

25
日

28
日

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
姶
良
市
）

第
46
回
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り（
東
京
都
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
員
視
察
研
修

市
町
村
政
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

正
副
議
長
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

第
１
回
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

第
１
回
介
護
保
険
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業
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画
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定
委
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会
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域
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市
）

指
江
港
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き
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橋
竣
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式
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算
審
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納
検
査

出
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域
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携
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駅
」
整
備
推
進
協
議
会
総
会

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査
（
阿
久
根
市
）

出
水
地
区
市
町
議
会
議
長
会
総
会
（
出
水
市
）

し
し
じ
ま
汽
船
披
露
式
及
び
内
覧
会

第
６
回
長
島
町
立
小
中
学
校
等
統
合
再
編
推
進
委
員
会
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会
運
営
委
員
会
（
第
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回
定
例
会
の
た
め
）

４
～
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日
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日
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日
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日
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日
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日
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日

第
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回
定
例
会

第
４
回
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員
協
議
会

第
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回
学
校
統
合
再
編
調
査
特
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員
会
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区
稚
魚
消
毒
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貯
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槽
竣
工
式
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校
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大
会(
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祭
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査
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検
査（
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市
）


